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論文内容の要旨

本論文の目的は，多重比較の概念を整備し，不等分散の下での多重比較法を研究することにある。等分散の下での

多重比較法の研究は十分なされているものの，不等分散の下での多重比較法の研究は遅れていて統計ソフトウェアで

もサポートされていないのが実状である。なお，多重比較法を適用する場面は多数あるためここでは誤差が正規分布

に従っている一元配置モデルに限って議論している。

最初の概念の問題では，特に多重比較における検出力の整備に重点を置いている。同じモデルの下でも複数の多重

比較法が提案されている理由のーっとして検出力の概念が確立していないため比較が容易でないことが挙げられる。

そこで本論文では，過去に提案されている検出力と新たに提案した検出力を用いて多重比較法の比較を行い，検出力

の性質を明らかにしている。また，多重比較法自身の性質も詳細に吟味し，実際の使用に適した多重比較法とは何か

を議論している。

次に，不等分散の下での多重比較法であるが，これは二章にわたって議論している。最初の章では，不等分散を前

提にした多重比較法としてすでに知られている方法の性質を吟味しその問題点を明らかにする共に，その欠点を克服

する新しい手法の提案を行っている。提案した手法は広範囲にわたって有意水準を保てる方法となった。また，事前

に不等分散であることが不明な場合，等分散性を予備検定する方式の問題点とその改良についても議論している。改

良した方式による検定では，総合的有意水準を広範囲にわたって保っている。次の章では，予備検定に頼らない多重

比較法を損失関数に基いて構成する方法を議論している。これは，予備検定を伴う多重比較法が手法の使い分けの境

界において不連続な結果を生じさせていることを是正するために考え出された。提案した方法はまだ改良の余地があ

るものの比較的良好な性質を示している。
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論文審査の結果の要旨

複数の処理の効果の同等性の仮説が棄却されたとき，では実際にどの処理の間に差があるのかを推測しようとする

のが多重比較である。本論文では，多重比較法における検出力概念の整備，および処理問で分散が異なる場合の多重

比較法について，特に誤差に正規分布を仮定した一元配置モデルにおける研究結果をまとめたものである。得られた

成果を要約すると以下のとおりである。

最初の概念の問題では，検出力，すなわち実際に差がある場合にそれを発見する確率概念の整備に重点を置いてい

る。検出力には，差のある組すべてを発見する確率や帰無仮説が正しくないときにとにかく差のある対を発見する確

率，など色々提案されており，多くの多重比較法が提案されている理由のーっとして検出力概念が確立していないた

め比較が容易でないことが挙げられる。本論文では，過去に提案されている検出力と新たに提案した検出力を用いて

種々の多重比較法の比較検討を行い，検出力の性質を明らかにすると共に，多重比較法自身の性質も詳細に吟味し，

実際の使用に適した多重比較法は何かを議論している。

次の不等分散の下での多重比較法は 2 つの章にわたって議論している。最初の章では，不等分散を前提にした多重

比較法として既知の方法の性質を吟味し，処理問でデータ数が不揃いの場合やデータ数が少ないときに有意水準が保

たれないなどの問題点指摘すると共にその欠点を克服する新しい手法の提案を行っている。提案した手法は広範囲に

わたって有意水準を保てる方法となっている。また，事前に不等分散かどうか不明な場合，等分散性を予備検定する

方式の問題点とその改良について議論している。改良した方式による検定では，総合的有意水準を広範囲にわたって

保っている。次の章では，予備検定に頼らない多重比較法を損失関数に基づいて構成する方法を構成議している。こ

れは，予備検定を伴う多重比較法が手法の使い分けの境界において不連続な結果を生じさせていることを是正するた

めに考え出された。提案した方法はまだ改良の余地があるものの比較的良好な性質を示している。

以上のように，応用上重要な種々の多重比較法の性質を調べ，不等分散の仮定の下でも有意水準を保つ改良を行っ

ている本論文は数理統計学の応用に寄与するものであり，博士(工学)論文として価値あるものと判断した。
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